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Stationenlernen

自律的学習を促す ドイツ語授業の実験的試みとして

池　田　遊　魚

要 　 旨

　今 日大学 の リメデ ィアル教育 において、入学生の全般的な基礎学力 の低下 お よび学 力差 が問題

視 されてい るが、一般教養 の知 的背景に もぼ らつ きが見 られ、そ の影響 は初修外 国語 である第 二

外国語の学習に も及ぼ し、初期 の段 階ですでに習熟度に大 きな差が見受け られ る ようにな って き

た。 また学習者個人 の学習方法 の傾 向や好み、 また授業へ関わ り方や参加 の程度等、様 々な タイ

プの学習者が一つの教室に会す る状況が生 まれてい る。

　第二外国語教育に おいては、 その導 入時期 にいかに 目標言語 に興味を持 たせ 関心 を持続 させ る

ことがで きるか、 また学習へ の動機付 けを どの よ うに高め てい くかが重要 なモー メン トとなる。

本稿では、学習者 の習熟度 の差 や学 習 タイ プの違 いに対応 し、学習者 の主体性 や 自律 的態度 を引

き出す ことのできる ような開かれた学習形態Stationenlernenを 取 り上げ、そ の具体 的方法論 お

よび実際の ドイ ツ語授業での実践例を紹介 し検証す る。

キ ー ワ ー ド=Stationenlernen、 ドイ ツ語 教 育 、 外 国 語 教 授 法 、 開 か れ た 授 業 形 態 、 自律 的 学 習

1.は じ め に

　外国語教育において、学習対象言語、学習者グループ、学習 目標に相応 しい教授法が議論 さ

れ試行されるべきであることは言 うまでもない。「何を」(内 容)、 「いかに」(方 法)、 「いつ」

(時期)、 「どの程度」(量)教 授 し、そのために授業をどう運営 してい くかは、学習者の置か

れている状況や学習の動機を前提としている。すなわち、教授者は学習者のそれまでの外国語

との接触経験や学習履歴、母語および既習外国語における言語能力や知識量、教養的背景等に

よって、臨機応変に対応することが当然求められる。

　今 日大学では学生の全般的な基礎学力の低下が問題視されているが、同時に入試の多様化に

伴い入学時における学力差が年々広がっていることも無視できない。さらに、一般教養におけ

る知的背景といった 「世界知」にもかな りのばらつきが見られるようになってきた。初修外国
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語である第二外国語の学習においては、学習者のほぼ全員がゼ ロからのスター トであるにもか

かわらず、その前提条件はもはや均一とは言い難 く、出発地点での基礎学力差は広がる傾向に

ある。一年生一学期末には、同じクラス内で既に習熟度に大きな差が存在するのは否めない事

実とな りつつある。こうした現状にどう対応すればよいのか、どこに照準を定めて授業をデザ

イ ンすればよいのかは、教授者にとって喫緊の課題である。

　論者は、担当する ドイツ語の授業において、習熟度の差や様々なタイプの学習者を考慮 し、

自律的態度を促 しながら学習への動機付けを図ることを狙いとした授業形態を実験的に試みて

きた。いわゆるStationenlernen1)と 呼ばれる学習法を採 り入れた開かれた授業形態で、2006

年度2学 期以降、関西外国語大学国際言語学部 ドイツ語コミュニケーションコース1年 生の ド

イ ツ語 クラスで4回 、穂谷短期大学部2年 生で1回 、計5回 にわた って試みた。以下では

Stationenlernenの 具体的な形態 と方法論、ならびに ドイツ語授業での実践例を紹介 し、その

教育的効果について検証する。

2.Stationenlernenと は2

　 まずStationenlernenに つ い て、 そ の歴 史 的 背 景 な らび に定 義 、特 徴 に つ い て概 観 した うえ

で 、 準 備 と授 業 方 法 、 学 習 形 態 等 に つ い て 具 体 的 に 詳 述 す る(Wicke　 2006,5-ll参 照)。

　 本 来 そ の 語 源 は ス ポ ー ツ の分 野 で の 概 念 を 示 し、 い わ ゆ る 「サ ー キ ッ ト トレ ー ニ ン グ」

(Zirkeltraining)を 指 す 。 野 外 運 動 コー ス な どに あ る トレー ニ ン グ用 のサ ー キ ッ トで 、 ウ ォ ー

キ ン グや ジ ョギ ン グを しな が ら、 要 所 要 所 に 設 置 され て い る器 具 で 運 動 を す る方 式 の こ とを い

う。 ドイ ツで は 特 に 改 革 教 育(Reformpadagogik)の 一 環 と して 、 学 校 教 育 の 現場 で 外 国語 以

外 の様 々 な科 目の 新 しい 学 習 形 態 と して 授 業 に転 用 され て きた 。 場 合 に よ って はLernen/Ar-

beit　an　Stationen、 　Stationenarbeit、 　Lern-und　Ubungszirkel、 　Lernparcour、 　Stationenbetrieb

とい った 呼 称 で 表 現 され る こ とが あ るが 、 全 て 同 じ意 味 で 用 い られ て い る。

2.1歴 史的背景

　 20世紀初頭、アメリカの教育学者Helen ParkhurstがMoria Montessori)に 依拠 してこの

学習方法を実践 した とされる。自由で開かれたこの学習形態は、改革教育をすすめるPeter

PetersenやC.Freinetら の教育システムに基づ く授業や学校において、またその学習理論

お よび認識理論 確立の うえで特 に強調 された。 ドイ ツでは1980年 夏、Aidlingenの

Grundschuleで 導入 されて以来、常に新 しい形で授業内容や科 目で実践 されている。
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2.2定 義

　 あ る一 定 の 学 習 内容 を い くつ か の 領 域 に 分 け 、 そ れ ぞ れ の 領 域 で 、 学 習 者 が 自主 的 に 取 り組

む こ とが で き る よ うな 教 材 を 作 成 準 備 す る。 学 習 者 に 課 題 が 分 か る よ う指 示 文 を 作 成 す る。 ⇒

課 題 教 材 と指 示 文 を教 室 内(も し くは 教 室 外)に 設 置 した い くつ か のStationen(机 上)に 並

べ る。 ⇒　 学 習 者 は 一 人 、 ペ ア また は グル ー プで 、Stationか らStationへ と移動 し、 ラ リー式

に そ れ ぞ れ の 机 の 上 に 置 か れ た 課 題 に 自発 的 に 取 り組 む 。 ⇒ 　 解 答 の 置 か れ たStationで 結 果

を 自主 的 に チ ェ ック し、 学 習 内容 を コ ン トロール す る。

2.3特 徴

Lernen　 mit　allen

　 　 　 Simen

＼

/

Handlung5・

orientierung

/

＼

Selbstst員ndigkeit

der　 Lernenden

aus:Wicke(2006):Fremdsprache　 Deutsch,　 Heft　 35　 S.5

・学 習 者 は 開 か れ た 授 業 形 態 の 中 で 、 教 師 の 指 示 に 拘 束 され ず 、 自 由か つ 自主 的 な 学 習 へ 導 か

れ る。 〈Offener　Unterricht,　 Selbststandigkeit　 der　Lernenden>

・課 題 へ の 主 体 的 な 取 り組 み が 学 習 へ の 関 心 ・注 意 、 ひ い て は 責 任 感 を 喚 起 し、 学 習 の 動 機 付

け を 促 す 。 〈Verantwortung　 fnr　das　Lernen,　 Motivation>

・コ ミ ュニ カ テ ィヴ ・ア プ ローチ に 基 づ く授 業 に 適 した 、 行 動 中 心 の 教 材 を 提 供 す る こ とが で

き る。 〈Handlungsorientierung>

・学 習 者 の 知 識 、 能 力 、 技 能(熟 達 度)を 考 慮 し、 学 習 者 の 経 験 を 取 り入 れ る。

〈Berticksichtigung　 individueller　Fahigkeit/der　 Vorkenntnisse　 der　Lernenden>

・難 度 に 差 を つ くる こ とで 、 習 熟 度 の 異 な る学 習 者 そ れ ぞ れ に 学 習 意 欲 が 湧 くよ うな 課 題 や 練

習 問 題 を 提 供 す る こ とが で き る。 〈Binnendifferenzierung　 in　der　Klasse>

・人 間 の 五 感 か らで き るだ け 多 くの 感 覚 を 用 い た 新 しい 学 習 の 筋 道 を 提 供 す る こ とが で き る。

四 技 能 以 外 に も、 嗅 覚 、 味 覚 、 触 覚 、 ゲ ー ムや 想 像 力 な どを 取 り入 れ る こ とが 可 能 で あ り、
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　 「専 ら頭 で 学 ぶ 」 こ とを 意 識 的 に 拒 絶 す る。 〈Lernen　mit　allen　Sinnen,　neue　Lernzugange>

・授 業 が ル ー テ ィン化 せ ず 、 学 習 者 を 驚 か せ 、 普 段 と異 な る学 習 態 度 や 行 動 を 促 す こ とが で き

る。 提 供 す る課 題 や 練 習 問 題 に つ い て は 、 学 習 者 の 好 奇 心 や 注 意 を 呼 び 起 こ し自発 的 に 取 り

組 む こ とを 強 く動 機 付 け る よ うな 工 夫 が 重 視 され る。

〈Uberraschungen,　 Lernanreiz,　 abwechselungsreicher　 Unterricht>

・問 題 解 決 を 巡 って オ ー タ ナ テ ィヴな 可 能 性 が い くつ も存 在 す る よ うな 課 題 も提 供 で き る。

〈verschiedene　 L6sungsm6glichkeiten>

・個 人 ワー ク、 ペ ア ワー ク、 グル ー プ ワー ク等 様 々な 作 業 形 態 が 可 能 で あ る。

〈verschiedene　 Sozialformen>

2.4準 備

1.ま ず 教 材 を 集 め る。 そ の 教 材 が 使 え るか ど うか 、 チ ェ ック し、 場 合 に よ って は テキ ス トを

　 　 簡 単 に す るな ど、 書 き変 え る。 準 備 した 教 材 に 課 題 の 指 示 文 を 付 け 、 個 々のStationに 分

　 　 類 し振 り分 け る。

2.課 題 の 指 示 文 カ ー ドと使 用 す るす べ て の 教 材 を 、 何 度 も使 え る よ う加 工 して お く。 全 て の

　 　 カ ー ドに 番 号 ・色 ・記 号 等 で 印 を し、 各 々のStationに カ ー ドと教 材 を 分 類 し易 くす る。

　 　 教 材 の 裏 側 に 、 そ の 教 材 の 指 示 文 カ ー ドと 同 じ印 を つ け て お く。

3.教 材 は 持 ち運 び で き る よ う、 フ ァイ リン グ して 保 管 して お く。 迅 速 にStationが 設 置 で き

　 　 る よ う、Station別 に カ ー ドと教 材 の番 号 ・色 ・記 号 等 が 一 致 して い るか 注 意 す る。

4.教 室 の 端 に 順 番 に 机 を 配 置 して い く。 そ れ ぞ れ の カ ー ドや 教 材 が 置 け る よ う、 机 に 同 じ番

　 　 号 や 色 分 け を して 、どのStationか が 分 か る よ うに して お く。各Stationで の 作 業 が ス ム ー

　 　 ズに 捗 る よ う、 十 分 に 間 隔 を あ け る。

5.学 習 者 が 途 中で 息 抜 き の で き るErholstation、 辞 書 や 教 科 書 、 参 考 書 な どが 使 え るInfor-

　 　 mationsstation、 自分 の学 習 作 業 を管 理 し評 価 で きる よ うなKontrollstationを 設 置 す る。

　 　 (後の2.7で 詳 述 。)

6.学 習 者 に そ れ ぞ れ のStationを 紹 介 す る。 学 習 者 の質 問 に答 え る。

7.Stationで の具 体 的 作 業 を 始 め る前 に 、 学 習 者 に 自己 管 理 用 の 「チ ェ ッ クシ ー ト」(Lauf-

　 　 zettel)を 渡 し、 そ の 使 い 方 を 全 体 の 前 で 詳 し く説 明 す る。(後 の2.6で 詳 述 。)

8.場 合 に よ って は 、 ハ ン ドベ ル な どを 用 い て 、 音 でStation交 代 の 合 図 を 送 る こ と も可 能 で

　 　 あ る。 学 習 者 全 員 が 全 て のStationを 回 る こ とが で きな い 場 合 もあ るが 、 い った ん 始 め た

　 　 Stationは 原 則 と して で き るだ け 最 後 ま で終 え る こ とが 望 ま しい。
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2.5作 業 形 態(Sozialformen)

　 個 人 ワー ク、 ペ ア ワー ク、 グル ー プ ワー クな ど全 て の 形 態 が 可 能 で あ り、 学 習 者 も形 態 を 選

び 、Stationご とに異 な る形 態 で取 り組 む こ と も で き る。 学 習 者 が 相 互 協 力 し話 し合 って 結 果

を 導 くよ うな 社 会 性 が 重 視 され る課 題 に は 、 ペ ア ワー クや グル ー プ ワー クが 推 奨 され る。 ペ ア

ワー クや グル ー プ ワー クの 場 合 に は 、 作 業 が ル ー テ ィン化 しな い よ う、 構 成 員 が 常 に 交 代 す る

こ とが 望 ま しい 。 グル ー プの 構 成 方 法 に つ い て は 教 師 が 指 導 しな くて は な らな い が 、 そ の 内 容

に つ い て は 干 渉 す べ きで は な い 。 学 習 者 の 主 体 的 な 取 り組 み を 阻 止 しな い よ う注 意 を 払 う。

2.6　 チ ェ ッ ク シ ー ト、 学 習 日記 、 順 番

Nr. Stationsname
gemacht

　　　ゾ
Bemerkungen

1

2

3

4

5

Laufzettel(図1)

　 全 体 の見 通 しが 分 か る よ うな 「チ ェ ッ ク シ ー ト」(Laufzettel図1)を 用 意 し、 学 習 者 は

や り終 え たStationの 課 題 の 名 前 を 記 入 し、 印 を つ け 、 必 要 に 応 じて 重 要 事 項 を メ モす る。 こ

れ に よ り学 習 者 は 自分 が どのStationを 終 え て 、 どのStationを まだ 終 え て い な い か を 容 易 に

把 握 す る こ とが で き る。 個 人 の ポ ー トフ ォ リオ と して学 習 の 進 み 具 合 を 記 録 す る、 いわ ゆ る

「学 習 日記 」(Lerntagebuch)を 書 くこ と も可 能 で あ ろ う。

　 Stationの 「順 番 」 は予 め学 習者 に 周 知 して お く。 例 え ば 時 計 回 り(図2)に 順 番 が決 め ら

れ て い るの か 、 そ れ と も縦 横 に ア ト ・ラ ン ダ ム(図3)で も良 い の か 等 で あ る。 学 習 者 が 初 め

て この 作 業 形 態 を 経 験 す る場 合 に は 、 要 領 を つ か む た め に も時 計 回 りに 順 序 が 決 め られ て い る

方 が 分 か りや す い か も しれ な い 。 ア ト ・ラ ン ダ ムにStationを 回 る場 合 、 順 番 は 学 習 者 に 委 ね

る。 これ に は 、 学 習 者 個 々の タイ プや 作 業 の ス ピ ー ドを 考 慮 し選 択 の 自 由を 確保 す る とい う意

味 付 け が あ る。 い ず れ に せ よ、 学 習 者 が どの 課 題 や 作 業 内容 に 取 り組 ん で い るの か が 分 か る よ

う、Stationご とに課 題 シー ト、 教 材 、 解 答 に番 号 や 記 号 等 で 印 をつ け て お く。
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順 番:時 計 回 り(図2)　 　 　 　 　 　 　 　 順 番:ア ト・ラ ンダ ム　 開 か れ た 形 式(図3)

　 　 　 aus:Wicke(2006}:Fremdsprache　 Deutsch,　 Heft　35　S.7

2.7　 1nformationsstation、 　Kontrollstation、 　Puffer-und　 Erholstation

　 学 習 課 題 の 並 べ られ たStation以 外 に も、 以 下 のStationを 設 置 す る こ とが 求 め られ る。

・Informationsstation

　 作 業 途 中 で 学 習 者 が 辞 書 や 参 考 書 そ の 他 教 科 書 等 を 自発 的 に 調 べ 、 課 題 解 決 へ の 手 助 け とす

　 る こ との で き る場 所 を 確 保 す る。

・Kontrollstation

　 Stationで 取 り組 ん だ 課 題 に対 して 、 作 業 結 果 を 学 習 者 自 らが チ ェ ッ ク し、 コ ン トロ ール で

　 き る場 所 を 確 保 す る。 黒 板 や ホ ワイ トボ ー ド、 壁 等 に 解 答 を 裏 向 け て 取 り外 しが で き る よ う

　 掲 示 す る方 法 が 考 え られ る。 そ れ ぞ れ のStationの 机 上 に 、 解 答 を 封 筒 に 入 れ て 置 い て お く

　 こ と もで き るが 、 そ の 場 合 学 習 者 は 課 題 に 取 り組 ん だ 後 で 封 筒 を 開 け 、 解 答 を 見 て チ ェ ック

　 す る。

・Puffer-und　 Erholstation

　 一 つ のStationに 同時 に 複 数 の 学 習 者(も し くは 複 数 の 学 習 グル ー プ)が 集 中 した 場 合 に 、
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 バンパ　

　 衝 突 を 回 避 し学 習 者 が 分 散 して課 題 に取 り組 め る よ う、 緩衝 器(Puffer)と して の機 能 を も

　 つ 「寄 り道Station」(Pufferstation)を 設 置 す る と よい。 学 習者(も し くは 学 習 グル ー プ)

　 に よ って は 、 課 題 に 取 り組 む 速 さに違 い が 当 然 で て くるの で 、 よ り速 くで きた 学 習 者 が 立 ち

　 寄 れ る気 軽 なStationと して も活 用 で き る。 ま た、 各Stationの 課 題 レベ ル に 難 易 度 を つ け る

　 意 味 で も、 あ るい は 学 習 者 が 息 抜 きで き る よ うな 機 会 を 作 る とい う意 味 で も、 ゲ ー ム的 要 素

　 を 取 り入 れ た 「リフ レ ッシ ュStation」(Erholstation)と して 設 置 す る こ と も可 能 で あ る。
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2.8時 間制限とStationの 交代

　一定の時間内に全てのStationを 回ることができるようにするために、ひとつのStationで

時間制限を設けることもできる。 しか しその場合、時間に迫られるあまり学習者は十分に考え

納得する余裕がないまま、ただ表面的に取 り組んだだけといった事態が生 じかねない。その点

に留意 して問題作成の難度を考え、制限時間を設定することが必要である。

2.9誤 りの 訂 正(Fehlerkorrektur)

　 自律 的 な 学 習 形 態 で あ るStationenlernenに お い て は、 教 師 が ず っ と学 習者 に 付 き添 い解 答

結 果 を チ ェ ックす る こ とは 不 可 能 で あ り、 また 望 ま し くもな い 。 絶 え ず 誤 りが 訂 正 され る と、

間 違 い を 恐 れ るあ ま り、 大 胆 か つ 実 験 的 に 問 題 に 取 り組 む とい う学 習 者 に 与 え られ た 自 由な 領

域 を 最 大 限 に 活 用 で きず に 終 わ って しま う。 こ こで は 、 学 習 者 自 らが 結 果 を チ ェ ック しコ ン ト

ロー ルす る こ とが 重 視 され る(Selbstkontrolle)。 学 習 管 理 が 、 教 師 で は な く学 習 者 当人 に 任

せ られ る こ とに よ って 、 ま さに 学 習 プ ロセ スの 中 に 位 置 づ け られ て い る とい え る。 課 題 に よ っ

て は 、 最 終 的 にKontrollstationで 確 か め る以 前 に、 学 習者 同 士 で 議 論 しチ ェ ッ クす るな か で

自ず と確 認 で き る場 合 もあ る。 また 答 え を 誤 った り導 き 出せ な か った 場 合 は 、 必 ず 作 業 終 了 後

全 体 の 話 し合 い の 中 で 、 な ぜ 間違 った の か 、 ど こが 解 らな か った の か 等 を 分 析 す る こ とが 重 要

で あ る。

2.10省 察 と プ レゼ ン テ ー シ ョン

　 Stationenlernenの 学 習 内 容 や 方 法 、 結 果 に つ い て は 、 一 連 の作 業 終 了 後 学 習 者 が 自 ら振 り

返 り検 討 し評 価 す る こ と(Auswertung)が フ ォ ロ ー ・ア ップ と して 重 要 な意 味 を もつ 。　Dia-

logやRollenspiel、 　kleiner　Sketchな どに 取 り組 ん だ 場 合 に は そ れ らを 全 体 の 前 で 発 表 す る。

練 習 問 題 等 は そ の 内容 や 学 習 結 果 に つ い て ク ラ ス全 体 で 話 し合 う。 学 習 者 は この よ うな 話 し合

い の な か か ら相 互 間 で 学 習 の 道 筋 を よ り意 識 的 に形 成 し、 支 え 合 う こ とが で き るで あ ろ う。

(Schwerdtfeger　 2001,73参 照)

3.教 師 の 役 割 一"Kontrolleur"か ら"Monitor"へ

　教師は学習者に知識を伝達 し学習成果を管理するとい う立場からいったん退き、学習者の学

習プロセスを観察 し、学習作業に付き添い、学習作業を補助 し、学習者の導き出す解答を肯定

的に認める。伝統的な一斉授業におけるようなクラス全体に対 してではなく、個々の学習者

(学習グループ)に 対 してその自主性を促 し助言するア ドバイザーの役目を果たす。共同作業

への励まし、ポジティヴな学習態度の強化、達成感を得る喜びの伝達等、学習の動機付けを高
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める役割なども同時に担 う。そのためにはまず学習者の様子を注意深 く観察 して回ることが求

められる。

4.学 習者の役割

　伝統的な外国語授業においては、学習者は専ら教師が定めた学習目標 ・内容 ・方法 ・媒体 ・

進行 ・管理などに従い、一斉にそれ らを遂行するよう求められるが、Stationenlernenで は学

習者はそのような態度から解放され、む しろ同じクラスの学習仲間が提案する学習方法や問題

解決のためのス トラテジーに導かれる。また、学習者は課題に取 り組む際の順番や速度を自ら

決めることができる。結果をチェックし、コン トロールすることで主体的に課題に取 り組み、

学習自体への責任を担 う。

　学習および作業態度の変更を受け入れることは学習者にとって必ず しも容易なことではな く、

戸惑いが生 じることも大いに考えられる。教師はそのことに配慮 しつつ、個々の学習者に対 し

て学習および作業態度の変更を丁寧に説明し、学習環境を準備 しなけれぽならない。

5.ド イツ語授業への導入、実践例

　 関 西 外 国 語 大 学 で は これ まで 国 際 言 語 学 部 一 年 生 の ドイ ツ語 の 授 業 に お い て 、1)2006年ll

月 「ドイ ツ語 会 話1」 、2)同 年12.月 「ドイ ツ語 会 話1」 、3)2007年7月 「ドイ ツ語 演 習1」 、

4)同 年10月 「ドイ ツ語 会 話1」 の 担 当 ク ラ スで 、 また 穂 谷短 大2年 生 の ドイ ツ語 の 授 業 で は 、

5)2008年1月 「言 語 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン演 習(ド イ ツ語)」 の 担 当 ク ラ ス で 、 合 計5回

Stationenlernenの 導 入 を 試 み た 。1)、2)、3)お よび5)で は 学 期 末 に 近 い時 期 に主 と し

て 既 習 文 法 事 項 の 復 習 に この 授 業 形 態 を 利 用 した 。4)で は2学 期 開 始 後 最 初 の 授 業 に お い て

1学 期 の 復 習 を 学 習 対 象 と し、 ウ ォー ミン グ ・ア ップを 兼 ね て 実 施 した 。 どの ク ラス も コ ミュ

ニ カ テ ィ ヴ ・ア プ ロ ーチ に 基 づ く授 業 で 、1)、2)、3)、4)の ク ラス で は ドイ ツ語 ネ イ テ

ィヴ教 員 との ペ ア授 業 形 式 を と って い る6)。 通 常 の 授 業 に お け る使 用 テ キ ス トは1)、2)で

はBerliner　 Platz　1(Langenscheidt　 2002)、3)、4)で はSchritte　 international　 1(Hueber

2006)、5)で はrMeine　 Deutschstundeド イ ツ語 の時 間 〔ビデ オ教 材 恋 す るベ ル リン〕』(清

野 智 昭 朝 日出 版2005年)で あ る。 そ れ ぞれ の授 業 内 容 や 進 度 に応 じて 、 手 作 業 を必 要 とす る

教 材(カ ー ドを 選 ん だ り組 み 合 わ せ た りす る等)を 作 成 した が 、 教 科 書 の 副 教 材 を 利 用 した り

一 度 作 った 教 材 を 単 語 だ け 変 え て 再 度 用 い た りも した
。 紙 面 の 都 合 上 この 中 か ら3)の ク ラス

(参加 学 生27名)で 作 成 した 課 題 を 、 指 示 シ ー ト(実 際 はA4サ イ ズ)を 例 に 以 下 に 挙 げ る。
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Station　 1疑 問 詞 を 補 う(Fragew6rter　 erganzen)

Partner-oder　 Gruppenarbeit

(パ ー トナ ー あ る い は グ ル ー プ で 行 う)

1)封 筒 を開 け 、疑 問 詞 の カ ー ドを 出 し ます 。 疑 問

　 文1)～10)の 下 線 部 に合 う疑 問詞 を選 ん で 並

　 べ て くだ さい。

　 意 味 も確認 しま し ょう。

2)代 表 者 が 黒板 に貼 って あ る解 答 を見 に行 って く

　 だ さい。

　 代 表 者 は も う一 度 机 に戻 り、 並 べ 方 を確 認 して

　 くだ さい。

3)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

4)カ ー ドを元 の封 筒 に戻 して くだ さい。

Station　 2　 動 詞 を 補 う(Verben　 erg5nzen)

Partner-oder　 Gruppenarbeit

(パ ー トナ ー あ る い は グ ル ー プで 行 う)

1)下 線部 に、 選択 肢 の 中か ら正 しい動 詞 を選 ん で

　 補 って くだ さい。

2)代 表者 が 黒 板 に貼 って あ る解答 を見 に行 って く

　 だ さい。

3)代 表者 は も う一 度 机 に戻 り、動 詞 を 確認 して く

　 だ さい。

　 テキ ス トの意 味 も確 認 しま しょ う。

4)終 わ った ら、 で きた もの、 で き なか った もの 、

　 あ るいは感 想 をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

Station　 3　 単 語 の 綴 り を 言 う(Buchstabieren)

Partnerarbeit(パ ー トナ ー と行 う)

1)各 人が 封筒 か ら カー ドを3枚 ずつ 出 します 。カー

　 　ドには あ る単 語 が 書 かれ てい ます 。相 手 に 単 語

　 が 見 え ない よ うに して、綴 りを言 い ます 。 相 手

　 は そ の綴 りを書 き とめ ます 。 正 し く書 け た か チ

　 ェ ックが で きれ ば 、立 場 を入 れ 替 わ ります 。 最

　 後 に単 語 の意味 も確 認 しま しょ う。

2)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

3)最 後 に、 カ ー ドを元 の封 筒 に戻 して くだ さい。

Station　 4　 ドイ ツ 語 の 動 詞 を 言 う(Verben　 nennen)

Partner-oder　 Gruppenarbeit

(パ ー トナ ー あ る い は グ ル ー プで 行 う)

1)封 筒 を開 け 、絵 カ ー ドと ドイ ツ語 の 動詞 カ ー ド

　 を 出 し ます。 絵 に 合 う動 詞(不 定形)を 選 び 、

　 組 み 合 わ せ ます 。 終 わ った ら、 で きた もの 、 で

　 きなか った もの、 あ るい は感想 をBemerkungen

　 の欄 に書 いて くだ さい。

2)代 表者 が 黒 板 に貼 って あ る解答 を見 に行 って く

　 だ さい。

3)代 表者 は も う一 度 机 に戻 り、組 み 合 わせ 方 を確

　 認 して くだ さい。

4)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

5)最 後 に、 カ ー ドを元 の封 筒 に戻 して くだ さい。
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Station　 5動 詞 の 人 称 変 化(Konjugation)

Partner-oder　 Gruppenarbeit

(パ ー トナ ーあ るいは グル ー プで行 う)

1)三 つ の封 筒(A)、 　 (B)、　 (C)が あ ります 。 封 筒

　 　(A)を 開 け て、人 称代 名詞(黄 色 の カー ド)に 合

　 　 う動 詞 の形(赤 の カー ド)を 探 して 、封 筒 の 中

　 　の カ ー ドを正 し く並 べ て くだ さい 。 パ ー トナ ー

　 　や グル ープ の人 と相談 して、 全 て の カ ー ドを 使

　 　い きって くだ さい。

2)代 表 者 が 黒板 に貼 って あ る解 答 を見 に行 って く

　 　だ さい。

3)代 表 者 は も う一 度 机 に戻 り、並 べ 方 を確 認 して

　 　 くだ さい。

　 　で きた もの、 で きな か った もの 、 あ る いは 感 想

　 　をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ さい。

4)終 わ った ら、 カ ー ドをぼ らぼ らに混 ぜ 、封 筒 に

　 戻 して くだ さい 。

5)封 筒(B)、(C)に つ い て も同様 に行 って くだ さい。

Station　 6　 電 話 番 号 を 言 う(Telefonnummer　 sagen)

Partnerarbeit(パ ー トナ ー で 行 う)

1)各 人 が封筒 か ら カー ドを3枚 ずつ 出 します 。カ ー

　 　ドに は 電話 番 号 が 書 かれ てい ます。 相 手 に 番 号

　 が 見 え な い よ うに して 、番 号 を ドイ ツ語 で 読 み

　 上 げ ます 。相 手 は そ の番 号 を 書 き とめ ます 。 正

　 し く書 け たか チ ェ ッ クが で きれ ば 、立 場 を 入 れ

　 替 わ ります 。

2)終 わ った ら、 で きた もの、 で き なか った もの 、

　 あ るいは感 想 をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

3)最 後 に、 カ ー ドを元 の封 筒 に戻 して くだ さい。

Station　 7　 神 経 衰 弱 ゲ ー ム(Memoryspiel):正 し い

組み合わせを見つける

Partner-oder　 Gruppenarbeit

(パ ー トナ ー あ る い は グル ー プ で 行 う)

1)封 筒 か ら カー ドを 出 し、 裏 向 け に並 べ て くだ さ

　 い 。 質 問 と答 えが 一致 す る よ う、 正 しい組 み 合

　 わ せ のペ ア カー ドを 見つ け ます。

2)全 て の組 み 合 わせ が 明 らか に な った ら、 代 表 者

　 が 黒 板 に貼 っ てあ る解 答 を見 に 行 って くだ さい。

3)代 表 者 は も う一 度 机 に戻 り、組 み 合 わせ を確 認

　 して くだ さい。

4)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

5)最 後 に、 カ ー ドを元 の封 筒 に戻 して くだ さい。

Station　 8　 テ キ ス ト理 解(Text　 lesen　 und　 verstehen)

Partnerarbeit(パ ー トナ ー で 行 う)

(テ キ ス ト シ ー トー 枚 、 内 容 理 解 チ ェ ッ ク シ ー トは

グ ル ー プ数 の 枚 数 を 用 意)

1)封 筒 を開 け 、 テ キス トシ ー トと内容 理解 チ ェ ッ

　 ク シ ー トを 出 します 。 テ キ ス ト1～4ま で を読

　 んで、 チ ェック シー トa,bに 答 え て くだ さい 。

　 チ ェ ックシー トに直 接記 入 して くだ さい。

2)代 表者 が 黒 板 に貼 って あ る解答 を見 に行 って く

　 だ さい。

3)代 表者 は も う一 度 机 に戻 り、 チ ェ ック シー トを

　 確 認 して くだ さい。

4)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

5)最 後 に、 テ キ ス トシー トを 元 の封 筒 に戻 して く

　 だ さい。
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Station　9　 動詞 の活 用(人 称 変化)を 言 う

(サ イ コ ロ ゲ ー ム)(WUrfelspiel)

Partnerarbeit(パ ー トナ ー で 行 う)

1)一 枚 の紙 シー トとサ イ コロが あ ります。 サイ コ

　 ロを振 って 出た 目の数 だ け[Starl](ス ター ト)

　 か ら進 み 、 そ の動 詞 を 目の数 に 応 じて人 称 変 化

　 させ ます。(ich/du/Sie)

2)お 互 いに確 認 しあ いな が ら[圃(ゴ ール)ま で

　 進 み ます。

3)終 わ った ら、 で きた もの、 で きなか った もの 、

　 あ るいは感 想をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 さい。

Station　10　 ゲ ーム で単語 を学 ぼ う!一 ドイツ語 の

名 詞 を い う(W6rter　 Iernen　 mit　SpielspaB)

Gruppenarbeit(グ ル ー プで 行 う)

1)封 筒 を 開 け、 絵 シ ー トと小 さい封 筒Aの 単語

　 　カ ー ドを 出 します 。 それ ぞ れ の絵 に合 う名 詞 を

　 見 つけ て、絵 シ ー ト上 に並 べ て くだ さい。

2)代 表者 が 黒 板 に貼 って あ る解答 を見 に行 って く

　 だ さい。

3)代 表者 は も う一 度 机 に戻 り、並 べ 方 を確 認 して

　 　 くだ さい 。 全 ての 単語 を発音 してみ ま し ょ う。

　 終 わ った ら、 で きた もの、 で きな か った もの 、

　 あ るいは感 想 をBemerkungenの 欄 に書 いて くだ

　 　さい。

4)次 に、 小 さい封 筒Aと 小 さい封筒Bを 開け て、

　 Aか らは 単語 カー ドを 、Bか らは絵 カ ー ドを 出

　 　 します 。 全 て の カ ー ドを裏 向け て 、絵 と単 語 が

　 一 致す る よ うに 、「神経 衰 弱 」 ゲ ーム を して くだ

　 　さい。 正解 は全 員 で確認 し合 って くだ さい。

5)こ の ゲ ームで初 め て覚 えた単 語 をBemerkungen

　 の欄 に書 いて くだ さい。

　 10のStationを 用 意 した が90分 の 授 業 時 間 内に 取 り組 む に は 少 し量 が 多 い と判 断 し、 最 終 的

にStation10は 省 い た 。 学 生 は 初 め て この 学 習 形 態 を 経 験 す るた め 、 個 人 ワー クは 避 け 、 ペ ア

も し くは グル ー プに よ る共 同作 業 と し、 学 習 者 同士 で 協 力 で き る よ うに した 。 グル ー プ構 成 は

予 め 決 め ず 学 生 た ちに 任 せ た が 、 ず っ と 同 じペ ア/グ ル ー プの ま まで は な く、 で き るだ け 入 れ

替 わ る よ う促 した 。 順 番 に つ い て は 、 好 きなStationか ら始 め ア ト ・ラ ン ダ ムに 自 由に 選 ば せ

た 。 一 つ のStationに は 制 限 時 間 を 設 け ず 、 必 ず しも全 て のStationを 回 り切 らな くて も よい

が 、 一 度 取 り掛 か った 課 題 は 途 中 で 放 棄 せ ず 最 後 まで や り遂 げ な くて は な らな い 旨を 伝 え た 。

単 語 等 ど う して も分 か らな い 時 の た め に辞 書 数 冊 と教 科 書 を 置 い たInformationsstationを 設

け 、 そ こで 自主 的 に調 べ られ る よ うに した 。Station　 7と9は ゲ ー ム的 要 素 を 取 り入 れ 「寄 り

道/リ フ レ ッシ ュStation」 を兼 ね た。 それ ぞれ のStationを 紹 介 した後 チ ェ ック シ ー トを配 り、

解 か らな か った 単 語 や 文 法 項 目を 後 で 復 習 で き る よ う記 入 した り率 直 な 感 想 な どを 書 き留 め る

よ う指 示 した 。 作 業 を 始 め る前 に は 、 こ う した 方 法 や ル ール 、 要 領 に つ い て 誤 解 が な い よ う詳

し く説 明 し、 また 質 問 に も応 じた 。
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6.ド イツ語授業への導入、実践結果

　最も危惧されたのは、途中でこの作業から外れて私語に乗 じ、その うち作業そのものを放棄

し授業に参加 しない学生が少なからずいるのではないか、とい うことであった。ところが現実

には作業が始まるや否や、ほとんどの学生は作業に没頭 し出した。また、 リーダーシップを発

揮する少数の学生に他の学生がついて行 くだけの受身の作業になるのではとい う懸念もあった。

実際には、それぞれのStationで イニシアティヴを取る学生がいるものの、答えを出すプロセ

スの中でお互いに刺激を受けていた。直 ぐに答えを出した学生に対 してなぜそ うなのかを尋ね

た り、他の答えの可能性はないのかなど話 し合 う様子も頻繁に見られた。取 り組む課題の難易

によっては、す ぐに答えを出すことができず一つのStationに 長 くかかって しまうグループも

何組か見られた。 日本語の指示文をよく読んでいない為に、課題を理解できずにいる姿も見受

けられた。ほぼ全員が全てのStationを 回 り終えたが、なかには終えることができない学生も

いた。逆に作業スピー ドの早い学生は、取 り掛かっていないStationで 次の作業を始めようと

するが、すでに他のグループで塞がっているため、仕方な くそのグループが終わるのを手持ち

無沙汰に待っているとい う場面もあった。(作業開始直前に省いたStation　 10は そのまま残 し

てもよかったと思われる。)そ の影響で、 グループ構成員が固定化 してしまい、Stationご とに

入れ替わることが難 しい状況が生 じて しまう結果となった。この点については、他の クラスで

の実践の場合でも改善することができなかったので、その調整方法については課題が残った。

また、作業終了後クラス全体で振 り返る時間が十分に取れなかったことも反省点として挙げら

れる。やは り他のクラスの場合でも時間配分を うまく予測できず、最後に学習内容や結果につ

いて じっくり話 し合 う時間がとれなかった。ただ学習作業の経過においては、途中で退屈 し学

習意欲が削がれるとい うこともな く、クラスの全員が作業に集中することができたと言える。

　作業中の学生の様子やチェックシー トに書かれた感想などから、この学習(授 業)形 態が一

定の機能を果たした理由として考えられるのは次の点である。1)「 ラリー」に似ているため、

一つのStationで 一つの課題に取 り組む方式により、課題をこなす度に 「できた!」 とい う達

成感が味わえる。2)次 のStationで はどのような課題が提示されるのか、ある種の好奇心が

掻き立てられる。3)学 習者同士で自由に考えを述べ合い相談することができる(こ れには普

段のコミュニカティヴ ・アプローチに基づ く授業で、ペアワークやグループワークに慣れてい

ることに由るところが大きい)。4)自 分の ドイツ語能力が否応なく試 され、 どこが解 ってい

てどこが解っていないのかが分かって くる。5)教 師に指示されて始めるのではな く自発的に

学習に取 り組み、その結果も自主的にコン トロールするとい う形態の性格上、常に能動的に行

動 している。さらに大きな理由として挙げられるのは　 6)学 習プロセスを楽 しむ、とい う要

素が この学習(授 業)形 態に見受け られ ることである。チェックシー トのコメン ト欄(Be一
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merkungen)に 書かれた感想からも窺い知 ることができるが、学習者は この作業を通 じて少

なからず 「ドイツ語ができた/解 った」ことの喜びを体験すると同時に、「どこがまだ解 って

いないのか、具体的に何を学習すればよいのか」についての自己省察及び気づきを経て、学習

への動機付けを高めている。この形態がいわば学びそのものを意識化するメタ認知能力を発揮

させ、自律的な学習への一歩を後押 ししているとも言える。以下に学生の感想記述を紹介する。

(単語や文法事項の羅列等については省略 し、実際の表記をそのまま掲載。学生によるチェッ

クシー ト記入例は本稿末の 「資料」を参照のこと。)

Station　1:疑 問 詞 を 補 う

・　 　 　 wohnt　 in　Osaka?にWoを 入 れ て しま った
。 主 語 が 無 い の に気 づ か なか った 。

・WerとWieとWasの 意 味 が混 ざ っ て分 か らなか っ た。　 ・い い練 習 に な りま した 。

・主 語 と動 詞 を 見 つ け る こ と!　 ・これ が 一 番 難 しか った
。　 ・3こ ま ちが え た　 や ぽ い

Station　2:動 詞 を 補 う

・全 問 正 解 で した!!　 ・一 番 か ん た ん 　 ・少 し簡 単 で した。　 ・補 うの簡 単 や った

・ス ム ー ズに 出来 ま した 。　 ・理 解 で きた 。 易 しい 文 だ った 。　 ・全 部 あ って た

・よ く理 解 で きて い た 。 しか し、 まだ まだ と思 うの で 勉 強 す る。

・100%で き ま した
。 僕 もけ っ こ う こた え られ ま した 。 基 本 が 大 切 です ね 。

Station　3:単 語 の綴 りを言 う

・rと1を 聞 き間 違 え ま した 。・み ん な全 問正 解 で した。　 ・ち ょっ と忘 れ て い た。

・w 、y、　vを 読 む と きに忘 れ て し ま って、 何 とい え ば い いか 迷 い ま した。・少 し忘 れ て い た

・瞬 時 に アル フ ァベ ッ トを 思 い 出す の が 難 しか った で す
。"r"の 発 音 が 苦 手 で す 。

・忘 れ て い る アル フ ァベ ッ トもあ った か ら、 や り直 そ うと思 った 。(r/aな ど …　 )

・数 字 の や つ と 同様 楽 しか った 。a/aの 違 い を 聞 き取 る のが 難 しい。

Station　4:ド イ ツ語 の動 詞 を 言 う

・全 問 正 解 で した 。　 ・全 体 的 に 難 しい 。 よ くみ た ら分 か った 。

・全 問 正 解 で と って も嬉 しか った で す
。 知 らな い 単 語 もあ った け ど、 英 語 と雰 囲 気 が 似 て い た

　 の で 解 きや す か った で す 。

・全 問 正 解 でめ っ ち ゃ うれ しか った で す!!知 らな い 単語 が い っぱ い あ った け ど、 いけ そ うな

　 気 が しま した 。

・感 想 　 とて も勉 強 に な り、 よか った 。 次 回 は 家 で トライ して み ます 。

・英 語 と ち ょっ とに て い る単 語 もあ りま した 。 単 語 力 は とて も大 切 な の で しっか り します 。

Station　5:動 詞 の人 称 変 化

・c)が 難 しか った 。　 ・少 し難 しか った で す 。
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・べ ん き ょ うの せ い か が 出た!　 ・活 用 は 大 切 で す
。 法 そ くを つ か め 。

Station　6:電 話 番 号 を言 う

・数 字 を 正 確 に 聞 き取 り書 くこ とは 楽 しか った
。 家 で や ろ うと思 った 。

・数 字 は 言 うよ り聞 き取 る方 が む ず か しい と思 った 。　 ・数 字 は 問 題 な か った 。

・全 問 正 解 で した
。 数 字 が だ い ぶ 分 か る よ うに な って き ま した 。

・数 字 は も う読 め るか ら分 か った 。　 ・しっか りとで きて い ま した 。

・数 字 意 外 とで き るな あと思 った 　 　 ・お も ろい　 　 ・お も しろか った

・数 字 は か な り覚 え られ た と思 い ます
。　 ・や っぱ りす らす ら と言 え ませ ん で した 。

Station　7:神 経 衰 弱

・楽 しか った で す
。 神 経 衰 弱 の ル ール を 忘 れ て い た の で 焦 りま した 。

・とて も楽 しか った 。 す ご く盛 り上 が った 。　 ・楽 し くで き ま した 。

・楽 しか った
。 け っ こ う早 くで きた 。　 ・ ドイ ツ語 の 疑 問 文 を 覚 え る こ とが で きた 。

・神 経 衰 弱 に よ って ドイ ツ語 の 会 話 を 思 い 出す こ とが で きた 。 家 で 一 人 で や ろ うと思 う。

・時 間 は か か って しま った け ど、 全 て 合 った 。　 ・ トラ ン プみ た い で 覚 え や す か った 。

・お も しろか った 。 また や って み た い で す 。　 ・難 しか った で す 。

・しん け 一す い じゃ くは 苦 手 で す 。 け どお も しろか った で す 。

Station　8:テ キ ス ト理 解

・思 った よ り簡 単 に 解 くこ とが で き ま した 。　 ・全 部 あ って た 、 簡 単 だ った

・内容 が 理 解 で き ま した 。　 ・読 み や す い 文 だ った 。　 ・ス ム ー ズに で き ま した 。

・結 構 思 った よ りで き ま した 。　 ・大 人 数 で で きた の で 楽 しか った

・い ろん な 職 業 の 単 語 が わ か った
。　 ・ ドイ ツ語 は つ づ りが 難 しい と思 った

・最 後 だ った の で 時 間 が あ ま りな か った け れ ど、 が ん ば って や りま した 。

・今 まで や った 中 で 一 番 ム ズか しか った 。Verkauferinが わ か った 。

・Verkauferin店 員 さ ん　 新 しい単 語 が 出 て き、 難 しさを 感 じつ つ もで きた 俺 。

Station　9:動 詞 の活 用 を 言 う(サ イ コ ロゲ ー ム)

・サ イ コ ロゲ ー ムが す ご ろ くみ た い で 楽 しか った で す
。　 ・楽 しか った で す

・活 用 の 復 習 に な りま した 。　 ・活 用 が まだ 覚 え れ て な い 。　 ・seinが 難 しい

・サ イ コ ロゲ ー ム楽 しか った で す 。 苦 手 分 野 の 勉 強 に な りま した 。

・Zielは 私 で した 。　 ・まだ まだ 分 か らな い 事 が あ る　 ・とて もむ ず か しか った 。

・活 用 を 楽 し く勉 強 で きた 。　 ・ぱ っ と活 用 を だ せ な い と言 語 と して い み が な い の で す

・活 用 ひ ょ うを 覚 え きれ て な い の が よ く分 か った 。　 ・こん が らが って 大 変 だ った

・seinの 変 化 が 難 しか った 。 きの う偶 然 動 詞 の 変 化 を 勉 強 して い て よか った!
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7.可 能性 と限界

全 て の 学 習 形 態 と 同様 、Stationenlernenに も長 所(可 能 性)と 短 所(限 界)が 見 られ る。

7.1　 Stationenlernenの 長 所

一個 々の 学 習 者 の 能 力 へ の 配 慮 が 可 能 で あ る
。

一様 々 な学 習 者 が 同 じグル ー プ で課 題 に 取 り組 む こ とで 、 「互 い に学 ぶ 」 態 度 や 社 会 性 が形 成

　され る。 〈soziales　Lernen>

一作 業 結 果 は プ ロセ スの な か に 統 合 され 、 他 の 学 習 者 に も共 有 され る。 グル ー プ ダイ ナ ミズ ム

が 形 成 され る。 〈Gruppendynamik>

一自律 的 ・主 体 的 学 習 態 度 〈autonomes　 Lernen> 、 並 び に 学 習 へ の 責任 感 が形 成 され る。

一直 接 的 に 学 習 行 動 を 拘 束 し、 そ の 成 果 を 強 要 す る教 授 者 中 心 の 授 業 とは 異 な り、 学 習 者 中 心

の この 形 態 で は 、 学 習 者 は 定 め られ た 目標 を 見 失 うこ とな く学 習 テ ン ポを 自 ら決 め る こ とが

で き る。 〈lernerorientierter　Unterricht>

一人 間 の あ らゆ る感 覚 を 用 い る こ とが 可 能 な 学 習 で あ る。

一高 い 学 習 効 果 と モチ ベ ー シ ョン ア ップが 見 込 まれ る。

7.2　 Stationenlernenの 短 所

一教 材 の 準 備 に 多 大 な 手 間 と時 間 が か か る。

一学 習 作 業 の ス テ ップや 結 果 は 学 習 者/グ ル ー プ 自身 に 委 ね られ て い るた め 、 学 習 結 果 の 客 観

的 評 価 が 簡 単 で は な い 。

8.ま と め

　Stationenlernenを ドイツ語授業で試みた結果、第二外国語の導入期に少な くとも目標言語

への興味 ・関心を持続させ、学習への動機付けを高めることができたとはいえ、上に述べた本

来の特徴(2.3)や 長所(7.1)を 全て発揮できたとは言い難い。教材内容はおもに基礎的な文

法や発音ならびに語彙の復習に限定 したものであった。教材内容にはまだまだ工夫の余地があ

り、 ドイツ語授業への応用の可能性は他に数限 りな くあることは間違いない7)。1時 間の授業

に限定せず ワークショップやプロジェク ト授業といった形での実施も考えられるであろう。学

習者に よってはラリー式要素を強めてもいいか もしれない。Stationが 他の学習者で塞がって

いるため、ただ空 くのを手持ち無沙汰に待っていた りすることがないように、簡単な 「寄 り道

Station」の数を増や した り、学習 グループの構成員ができるだけStationご とに入れ替われる

ような調整方法を検討するなど、これらの点については今後の課題としたい。また、作業終了
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後クラス全体で振 り返る時間が十分に取れなかったことも大きな反省点である。時間配分を予

測 ・計画 し、最後に学習内容や結果について じっくり話 し合 う時間を設けることができれぽ、

より充実 したフォロー ・アップ効果が期待できたであろう。

　上の7.2Stationenlernenの 短所でも述べたように、学習結果の客観的評価はこの学習形態

の性格上簡単ではない。これで具体的に学生の成績をつけることは不可能であるし、逆に言え

ばそのことを 目的ともしていない。また、この学習方法によって実際に ドイツ語能力がどれだ

け上がったのかとい う客観的判断には、さらに踏み込んだ学生へのアンケー ト調査や、学習形

態と語学力向上との相関関係についての分析 ・研究等が必要となるであろ う。

　Bimmel(2000,33-34)に 代表されるような ドイツ語学習における自律性 とい う考え方は、

単に自学自習するとい うことではない。学習者自身が学習プロセスをコン トロール し評価する、

つまり学習活動の計画、遂行、管理に学習者自身が責任を持つことを指 している。この意味で

捉えるならば、 ドイツ語授業で試みたStationenlernenは90分 とい う一定の時間内及び限定さ

れた空間内での学習作業ではあるが、そのプロセスのなかで自律的学習の一端を体験するとい

う機会を提供 したといえる。そこから学習者が自分に合った学習ス トラテジーを見出し、教室

や授業時間とい う枠組を越えて自律的に学ぶ方法を獲得することができれぽ、教師の役目は大

方果たされたといっても過言ではない。さらに大学(一 教育機関)と い う場所を離れても、現

在から未来に向けて生涯にわた り自律的に学ぶ習慣や技の体得へと繋げてい くことも可能であ

ろうし、生涯学習とい う点においてその意義は大きいといえるのではないだろうか。

9.Stationenlernenの チ ェ ッ ク リ ス ト

　 この 授 業 形 態 の 導 入 を 試 み るに あ た り、 計 画 的 な 準 備 と ス ム ー ズな 授 業 運 営 の た め の 指 針 を

最 後 に 紹 介 す る。(Wicke　 2006,12参 照)

一選 ん だ テ ー マがStationで の作 業 に適 して い るか?

一教 室 がStationを 設 置 す る の に十 分 な広 さが あ るか?

一計 画 したStationenlernenの 構 造 が 学 習 者 に は っ き りと認 識 され うるか?始 め る前 に説 明 す

　 る必 要 が あ るか?

一学 習 者 はStationenlernenと い う形 態 の 授 業 の 進 行 に つ い て ル ール を 把 握 して い るか?

一学 習 目的 が 周 知 され て い るか?そ の 結 果
、 学 習 者 が な ぜ 、 そ して 何 を しな け れ ぽ な らな い か

　 を 知 って い るか?

一全 て のStationに は十 分 な教 材 が 用 意 され て い るか?

一課 題 を 作 成 す る際 に 、 様 々な 異 な った 方 法 を 取 り入 れ て 変 化 を つ け て い るか?

一学 習 者 は 個 々のStationで 何 を す べ きか が 分 か って い るか 、 また 課 題 や 評 価 基 準 が 明 確 に 分
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か りや す く提 示 され て い るか?

一課 題 が 学 習 者 の 年 齢 や 能 力 レベ ル に 合 った もの で あ るか?

一学 習 者 が 各Stationの 課 題 に じっ く り取 り組 め るだ け の十 分 な時 間 が 確 保 され て い るか?

-Stationを 作 る際 に学 習 者 の提 案 を取 り入 れ 、 そ れ を反 映 させ る こ とが で き て い るか?

一ク ラ ス 内で の レベ ル の 細 分 化 を 図 る 目的 に 相 応 し く、 学 習 者 の 様 々な 能 力 が 考 慮 され 、 異 な

った 能 力 に 対 応 で きて い るか?

一課 題 を 作 成 す るに あ た り、 様 々な 学 習 タイ プに 対 応 で きて い るか?そ の 結 果 、 どの 学 習 者 も

達 成 感 を 得 られ る よ うに 作 られ て い るか?

-Stationenlernenは 「頭 、 心 、 手 」 を 用 い て 教 科 横 断 的 に 学 ぶ 可 能 性 を 提 供 して い るか?

-Informationsstationに は辞 書 、 参 考 書 、 教 科 書 等 、 十 分 な補 助 教 材 が あ るか?

-Stationenlernen終 了 後 、 最 後 に 全 体 で 話 し合 う時 間 が 十 分 に 用 意 され て い るか?

一最 後 に 締 め くる プ レゼ ン テ ー シ ョンの 形 態 は 、 学 習 者 中 心 の 作 業 に 相 応 しい か?

注

1)(シ ュタ ツィオ ーネ ン ・レルネ ン)日 本語 への適訳は な く翻訳 は困難を極 める。 一見 「ラ リー式学 習

　 法」に近い よ うだが、競争 して勝者 を決 め ることが 目的ではないので、厳密 には これ に相当 しない。

　 い うなれぽ 「周遊式学習法」 とで もい うべ き学 習形態をい う。

2)Helen　 Parkhurst【 ヘ レン ・パー カス ト　 1887-1973】 アメ リカ合衆 国の改革教育学者。 ドル トン ・

　　プランの創案者。1914年 イタ リアへ渡 り、モ ンテ ッソー リの もとで研究。帰 国後 マサチ ューセ ッツ州

　　ドル トン市のハイス クールで教育実験室に よる個別学習方式を展開 した。

3)Maria　 Montessori【 マ リア ・モンテ ッソー リ　 1870-1952】 イタ リアの医師 ・教育者。 国際的な新教

　 育運動の指導者。障害児研究か ら出発 し、医学 と教育の結合の必要性を痛感。心理学 と教育学 の研究

　 か ら自然主義的 自由主義 に立つ教育方法 改革 を提 唱 した。1907年 ローマに設立 され た保 育施設 く子供

　 の家 〉で、独 自の教具を用 いて、子供 の 自発 性を基本 と しつつ感覚か ら観念へ と発展 させるモ ンテ ッ

　　ソ リ教育法を実施、各国に影響を与えた。

4)Peter　 Petersen【 ペ ーター ・ペ ーターゼ ン　1884-1952】 イエナ プランを提唱 した ドイ ツの教 育学者。

　 イエ ナプランは一人 ひ とりの子供 の発達 に主眼を置いた 自律学習が特徴 で、個人 の適性 や学 びの速度

　 を考慮 し、3学 年の異 なる年齢 でつ くる 「フ ァ ミリーグル ー プ」 が学校活動 の基 本単位 となる。50年

　 代～60年 代にオ ランダに紹介 され、現在で もオ ランダで220以 上の小学校が導入。

5)C61estin　 Freinet【 セ レス タン ・フ レネ　 1896-1966】 フランスの教育家。個 々の子供が 自主的に学習

　 計画を立て る自主 カ リキ ュラムや、用意 された学習素材を 自由に選 んで学習す る個別化学 習、新聞発

　 行や共同作業な どを学校教育に採 り入れ るフレネ式教育法に よって知 られ る。

6)週2回90分 授業 で、1回 をネイテ ィヴ教員が担当 し、 も う1回 を 日本人教員 が担 当。統一教 科書を使

　 用 し、役割分担を決めず リレー式に順番に授業を行 う。
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7)論 者 は 日本 独 文 学 会 とGoethe-Institut　 Japanの 共催 で2007年9月 に 開催 され た 「夏 期 ドイ ツ語 教 育 研

　　 修 会 」(テ ーマ:Systematische　 Wortschatzerweiterung　 mit　allen　Sinnen五 感 を 用 い た 体 系 的 語 彙 習 得)

　　 に 参 加 す る機 会 を 得 た が 、 招 待 講 師 のBernadett　 Veress(Goethe-Institut　 Budapest)に よ って 紹 介 さ

　　 れ たStationenlernenで は 、 嗅 覚 、 味 覚 、 触 覚 な ど人 間 の五 感 や 様 々な ゲ ー ムや 想 像 力 な どを 取 り入

　　 れ た 内 容 の も のが あ り、 また そ の い くつ か が 実践 され た 。 特 に 語 彙 習 得 に求 め られ る記 憶 力 に つ い て

　　 は 、 で き るだ け 多 くの 感 覚 や 知 覚 チ ャ ンネ ル を 使 うこ とで 記憶 の 定 着 度 が 高 ま る と され て い る。
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